






















第 1報 インタビュー事例による予備的考察 
三宮 基裕（社会福祉学部 臨床福祉学科 教授） 
黒木 香里（社会福祉学部 臨床福祉学科 ３年） 
１．研究の背景と目的 
平成 29 年時点の保育士の離職率は 9.3％であり、経験年数が低い層の保育士が多く 8 年
未満が約半数を占めている（厚生労働省 2020：11）。一方、保育士の求人・求職の状況は
年々高くなる傾向にあり、厚生労働省の発表資料によると直近の令和 2 年 7 月の保育士の















勤務年数が 1 年未満の保育士 4 名に対して、1 時間半程度の半構造化インタビュー調査

















調査対象の概要を表 1 に示す。いずれも 20 代の女性である。修了した養成課程校は短期
大学であり、修了後すぐに調査時の勤務地に着任している。勤務月数は調査時期の関係から
対象者 A と B が 5 か月、対象者 C が 6 か月、対象者 D が 7 か月でいずれも 1 年未満であ

















Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
性別 女性 女性 女性 女性
インタビュー年月 令和 2 年 9 月 令和 2 年 9 月 令和 2 年 10 月 令和 2 年 11 月 
年齢 21 21 21 21 
修了養成校 短期大学 短期大学 短期大学 短期大学
着任までの期間 卒業後すぐ 卒業後すぐ 卒業後すぐ 卒業後すぐ
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『（サブの先生は）子供達との信頼感ができてる』
『（サブの先生と子ども達との関係を見て）私いなくてもいいんじゃない？』

















図 1 子どもから受ける困難さと克服のための工夫 
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（２）保護者との関係の困難さ









ど、おむつも 1 枚しか持ってこんで、パンツも 2 枚くらいしか。足らんわけよね、
失敗したら。 （中略） その帰りに大の方をして替えないかんわけやん。で、も







図 2 保護者から受ける困難さと克服のための工夫 
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（２）保護者との関係の困難さ
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職員との関係において生じる困難さを図 3 に示す。A さんと職員との間で起きる関係に






























































































職員（B さん）である。B さんは高校時代からの友人でもあり、月に 1 回ほど頻度に相談し
合う仲で、一番の理解者・共感者であるということであった。B さんに対する思いは以下の
発言から読み取ることができる。





























































































































































回 資料 3 厚生労働省． 
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早期離職の要因に関する探索的研究」『茨城キリスト教大学紀要』第 51 号，127-137． 
- 25 -
